
繊細に輝く詩情を、熱い打鍵に託して――才知みなぎるフランスの異才、はやくも再登場！　
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異才たちのピアニズム  
―ピアノ音楽の本質を伝える才知との邂逅

全席指定 6,500円／学生3,000円

スカルラッティ：ソナタ
ヘ長調 K6／ヘ長調 K438／イ長調 K404／イ長調 K405／ホ長調 K206／ホ長調 K531／

嬰へ短調 K447／ロ短調 K27／ト長調 K14／変ホ長調 K253／ハ短調 K115

メトネル：ピアノ・ソナタ第5番 ト短調 Op.22

リスト：《巡礼の年 第2年イタリア》より 第7曲〈ダンテを読んで－－ソナタ風幻想曲〉

Scarlatti: Sonata in fa maggiore K6/ fa maggiore K438/ la maggiore K404/ la maggiore K405/ mi maggiore K206/ mi maggiore K531/
                            fa diesis minore K447/ si minore K27/ sol maggiore K14/ mi bemolle maggiore K253/ do minore K115

Medtner: Sonata for Piano No.5 in G minor Op.22

Liszt: “Années de pèlerinage, Deuxième année: Italie”, No.7 ‘Après une lecture du Dante – Fantasia quasi sonata’
Saturday 20 July 2019, 17:00  TOPPAN HALL
17:00 開演トッパンホール
7 202019
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トッパンホールWEBチケット http://www.toppanhall.com/

会員優待割引およびセット券は、｢トッパンホールWEBチケット｣｢トッパンホールチケットセンター｣でお申し込み頂けます。
＊学生券（席の限定有）は、トッパンホールチケットセンターで販売いたします。
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若き異才リュカ・ドゥバルグの生き様が、そ
のまま表現されたようなコンサートだった。
　そんな初登場から1年と半年。世界中から
オファーの絶えない人気者へとさらに進化
し、もしかすると少しソフィスティケートさ
れた（あるいは変わらず尖ったままの）フラ
ンスの若者が帰ってくる。プログラムは、今
シーズン集中的に取り組んでいるというスカ
ルラッティを前半に据え、後半には彼にとっ
てライフワークともいえるメトネルの作品の
中からソナタ第5番、そしてリストの名曲と
続く。そのときどきに移ろう自身の興味の向
かう先を大切に、心に偽りなく対峙できる作
品を常に選択し続ける彼らしい、興味深いプ
ログラムになったと思う。「いまここでしか
聴けない」とは常套句のようによく耳にする
けれど、文字通りの意味で「いまこの瞬間に
しか聴けない」、ドゥバルグの現在地がつま
びらかになる一夜となることは、間違いない。

企画制作部　安井智宏

　ゴツンゴツンと頭をぶつけ、見えざる壁に
行く手を阻まれながらも、必死で前へ前へ進
もうとするかのような、果てしなく不器用
で、けれどもどこまでも真摯な異形のショパ
ン――。リュカ・ドゥバルグのトッパンホール
初登場となった2018年2月のリサイタルは、
シリーズ〈異才たちのピアニズム〉の幕開け
に相応しい、過剰にソフィスティケートされ
たお決まりの演奏から遠く隔たった、人間味
溢れる音楽体験となった。
　それは、ピアノを本格的に始めるのが遅
かった彼の異例の（そして周知の）キャリア
から我々が想像しがちな、「予定調和の不器
用さ」ゆえとも言い切れない。リュカはリュ
カのやり方で、作曲家と馬鹿正直なほど真正
面から向き合い、「格闘」ともいえるリハー
サルの果てにたどりついた彼なりの答えが、
そのまま赤裸々に披瀝されていて、それは、
歴代のピアニストが磨きに磨いた表現をその
まま踏襲することを是とせずに、勇敢に挑戦
したからで……、誤解を恐れずにいうなら
ば、必ずしも成功したわけではないかもしれ
ない。けれども、必死の打鍵で奏でられる力
強いショパンは、もともと掌中に収めていた
ベートーヴェンよりもむしろ、ずっと力強く
心を打った。純粋培養で育つには好奇心と探
究心が強すぎて、少し遠回りをしてしまったLu
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